
なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

ア
ン

5
画

音

イ

6
画

音

イ

訓

こ
ろ
も

7
画

音

イ

訓

く
ら
い

6
画

音

イ
ン

訓

し
る
し

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

名
あ

ん

2

上

い

3

服

い

4

上

い

5

目
じ
る

し

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 2（英・栄・塩・億・加）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-01

漢字 1（案・以・衣・位・印）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

エ
イ

9
画

音

エ
イ

訓

さ
か
え
る

13
画

音

エ
ン

訓

し
お

15
画

音

オ
ク

5
画

音

カ

訓

く
わ
え
る
・
く
わ
わ
る

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

語

え

い

2

養

え

い

3

食
え

ん

4

一
お

く

5

参
か

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 3（果・貨・課・芽・改）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-02

漢字 2（英・栄・塩・億・加）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

カ

訓

は
た
す
・
は
て
る

11
画

音

カ

15
画

音

カ

8
画

音

ガ

訓

め

7
画

音

カ
イ

訓

あ
ら
た
め
る

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

結
か

2

物

か

3

題

か

4

新
め

5

札

か

い

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 4（械・害・街・各・覚）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-03

漢字 3（果・貨・課・芽・改）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

カ
イ

10
画

音

ガ
イ

12
画

音

ガ
イ
・
カ
イ

訓

ま
ち

6
画

音

カ
ク

訓

お
の
お
の

12
画

音

カ
ク

訓

お
ぼ
え
る
・
さ
め
る

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

機
か

い

2

水
が

い

3

商
店

が

い

4

地

か

く

5

感
か

く

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 5（完・官・管・関・観）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-04

漢字 4（械・害・街・各・覚）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

7
画

音

カ
ン

8
画

音

カ
ン

14
画

音

カ
ン

訓

く
だ

14
画

音

カ
ン

訓

せ
き

18
画

音

カ
ン

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

成

か

ん

2

長
か

ん

3

水
道

か

ん

4

心

か

ん

5

光

か

ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 6（願・希・季・旗・器）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-05

漢字 5（完・官・管・関・観）
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

19
画

音

ガ
ン

訓

ね
が
う

7
画

音

キ

8
画

音

キ

14
画

音

キ

訓

は
た

15
画

音

キ

訓

う
つ
わ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

い

ね

が

2

望

き

3

四

き

4

国
き

5

楽

き

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 7（機・議・求・泣・給）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-06

漢字 6（願・希・季・旗・器）
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

16
画

音

キ

訓

は
た

20
画

音

ギ

7
画

音

キ
ュ
ウ

訓

も
と
め
る

8
画

音

キ
ュ
ウ

訓

な
く

12
画

音

キ
ュ
ウ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

会

き

2

会
ぎ

3

要
き

ゅ

う

4

き
声

な

5

食

き

ゅ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 8（挙・漁・共・協・鏡）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-07

漢字 7（機・議・求・泣・給）
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

キ
ョ

訓

あ
げ
る

14
画

音

ギ
ョ
・
リ
ョ
ウ

6
画

音

キ
ョ
ウ

訓

と
も

8
画

音

キ
ョ
ウ

19
画

音

キ
ョ
ウ

訓

か
が
み

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

手

き

ょ

2

業

ぎ

ょ

3

通

き

ょ

う

4

力

き

ょ

う

5

手
か

が

み

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 9（競・極・訓・軍・郡）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-08

漢字 8（挙・漁・共・協・鏡）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

20
画

音

キ
ョ
ウ
・
ケ
イ

訓

き
そ
う

12
画

音

キ
ョ
ク

訓

き
わ
め
る

10
画

音

ク
ン

9
画

音

グ
ン

10
画

音

グ
ン

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

争

き

ょ

う

2

北
き

ょ

く

3

教
く

ん

4

手

ぐ

ん

5

部

ぐ

ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 10（径・景・芸・欠・結）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-09

漢字 9（競・極・訓・軍・郡）
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

ケ
イ

12
画

音

ケ
イ

7
画

音

ゲ
イ

4
画

音

ケ
ツ

訓

か
け
る

12
画

音

ケ
ツ

訓

む
す
ぶ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

直
け

い

2

風
け

い

3

園
げ

い

4

出
け

つ

5

末

け

つ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 11（建・健・験・固）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-10

漢字 10（径・景・芸・欠・結）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

音

ケ
ン

訓

た
て
る

11
画

音

ケ
ン

訓

す
こ
や
か

18
画

音

ケ
ン

8
画

音

コ

訓

か
た
い

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

物

た

て

2

康

け

ん

3

実
け

ん

4

定

こ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 12（功・好・候・康）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-11

漢字 11（建・健・験・固）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3
4

5
6

7

8

9
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5
6

7

8
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

コ
ウ

6
画

音

コ
ウ

訓

こ
の
む
・
す
く

10
画

音

コ
ウ

11
画

音

コ
ウ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

成
こ

う

2

物

こ

う

3

天
こ

う

4

健
こ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 13（差・菜・最・材・昨）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-12

漢字 12（功・好・候・康）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3

4
5

1
2

3

4
5

1
2
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4
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

サ

訓

さ
す

11
画

音

サ
イ

訓

な

12
画

音

サ
イ

訓

も
っ
と
も

7
画

音

ザ
イ

9
画

音

サ
ク

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

時

さ

2

野
さ

い

3

高

さ

い

4

木
ざ

い

5

年

さ

く

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 14（札・刷・察・参・産）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-13

漢字 13（差・菜・最・材・昨）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

サ
ツ

訓

ふ
だ

8
画

音

サ
ツ

訓

す
る

14
画

音

サ
ツ

8
画

音

サ
ン

訓

ま
い
る

11
画

音

サ
ン

訓

う
む

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

名
ふ

だ

2

印
さ

つ

3

観
さ

つ

4

加

さ

ん

5

生
さ

ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 15（散・残・氏・司・試）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-14

漢字 14（札・刷・察・参・産）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3 4
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

12
画

音

サ
ン

訓

ち
る
・
ち
ら
す

10
画

音

ザ
ン

訓

の
こ
る

4
画

音

シ

訓

う
じ

5
画

音

シ

13
画

音

シ

訓

こ
こ
ろ
み
る
・
た
め
す

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

歩

さ

ん

2

念

ざ

ん

3

名

し

4

会

し

5

合

し

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 16（治・辞・失・借・種）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-15

漢字 15（散・残・氏・司・試）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

ジ
・
チ

訓

お
さ
め
る
・
な
お
る

13
画

音

ジ

訓

や
め
る

5
画

音

シ
ツ

訓

う
し
な
う

10
画

音

シ
ャ
ク

訓

か
り
る

14
画

音

シ
ュ

訓

た
ね

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

水

ち

2

書

じ

3

礼

し

つ

4

用

し

ゃ

く

5

品
し

ゅ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 17（周・祝・順・初・松）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-16

漢字 16（治・辞・失・借・種）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

シ
ュ
ウ

訓

ま
わ
り

9
画

音

シ
ュ
ク
・
シ
ュ
ウ

訓

い
わ
う

12
画

音

ジ
ュ
ン

7
画

音

シ
ョ

訓

は
じ
め
・
は
つ

8
画

音

シ
ョ
ウ

訓

ま
つ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

一
し

ゅ

う

2

日

し

ゅ

く

3

番

じ

ゅ

ん

4

最
し

ょ

5

林

ま

つ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 18（笑・唱・焼・照・臣）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-17

漢字 17（周・祝・順・初・松）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

シ
ョ
ウ

訓

わ
ら
う
・
え
む

11
画

音

シ
ョ
ウ

訓

と
な
え
る

12
画

音

シ
ョ
ウ

訓

や
く
・
や
け
る

13
画

音

シ
ョ
ウ

訓

て
る
・
て
ら
す

7
画

音

シ
ン
・
ジ
ン

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

大

い

わ

ら

2

合
し

ょ

う

3

夕

け

や

4

明

し

ょ

う

5

大
じ

ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 19（信・成・省・清・席）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-18

漢字 18（笑・唱・焼・照・臣）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

音

シ
ン

6
画

音

セ
イ
・
ジ
ョ
ウ

訓

な
る

9
画

音

セ
イ
・
シ
ョ
ウ

訓

は
ぶ
く

11
画

音

セ
イ

訓

き
よ
い

10
画

音

セ
キ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

号

し

ん

2

長

せ

い

3

反
せ

い

4

書

せ

い

5

出
せ

き

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 20（積・折・節・説・浅）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-19

漢字 19（信・成・省・清・席）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

16
画

音

セ
キ

訓

つ
む

7
画

音

セ
ツ

訓

お
る

13
画

音

セ
ツ

訓

ふ
し

14
画

音

セ
ツ

訓

と
く

9
画

音

セ
ン

訓

あ
さ
い

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

面
せ

き

2

右
せ

つ

3

季
せ

つ

4

小
せ

つ

5

い
川

あ

さ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 21（戦・選・然・争・倉）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-20

漢字 20（積・折・節・説・浅）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1

2

3
4 5

6
7

8
9

10
11 121314

15

16

1

2

3
4 5

6
7

8
9

10
11 12131415

16

1
2

3

4

5 6
7

1
2

3

4
5 6

7

1 2
3

4 5
6

7
8

9
10

11

12
13

1 2
3

4 5
6

7
8

9
10

11

1213

1
2

3
4

5
6

7

8 9

10
11

12
13 14

1
2

3
4

5
6

7

8 9

10
11

12
13 14

1
2

3

4
5

6
7

8
9

1
2

3

4
5

6
7

8
9



なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

13
画

音

セ
ン

訓

た
た
か
う

15
画

音

セ
ン

訓

え
ら
ぶ

12
画

音

ゼ
ン
・
ネ
ン

6
画

音

ソ
ウ

訓

あ
ら
そ
う

10
画

音

ソ
ウ

訓

く
ら

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

作
せ

ん

2

手

せ

ん

3

自
ぜ

ん

4

競
そ

う

5

庫

そ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 22（巣・束・側・続・卒）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-21

漢字 21（戦・選・然・争・倉）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1 2 3

4
5

6
7

8

9
10

11

12
13

1 2 3

4
5

6
7

8

9
10

11

12
13

1
2
3

4
56

7 8 9

10 11 12

13
14

15

1
23

4
56

7 8 9

10 11 12

13
14

15

1 2
3

4

5
6

7
8

9 10 11 12

1 2
3

4

5
6

7
8

9 10 11 12

1 2

3
4

5

6
1 2

3
4

5

6

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10



なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

ソ
ウ

訓

す

7
画

音

ソ
ク

訓

た
ば

11
画

音

ソ
ク

訓

が
わ

13
画

音

ゾ
ク

訓

つ
づ
く

8
画

音

ソ
ツ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

箱

す

2

花
た

ば

3

右
が

わ

4

連
ぞ

く

5

業

そ

つ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 23（孫・帯・隊・達・単・置）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-22

漢字 22（巣・束・側・続・卒）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1 2 3

4
5

6
7

8

9
10

11

1 2 3

4
5

6
7

8

9
10

11

1
2

3
4

5
6 7

1
2

3
4

5
6 7

1
2

3
4

5
6

7
8 9

10
11

1
2

3
4

5
6

7
8 9

10
11

1
2

3
45 6

7
8

9
10 11

12

13

1 2
3

45 6
7

8
9

10 11
12

13

1

2
3 4 5 6

7

8
1

2
3 4 5 6

7

8



なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

ソ
ン

訓

ま
ご

10
画

音

タ
イ

訓

お
び
る
・
お
び

12
画

音

タ
イ

12
画

音

タ
ツ

9
画

音

タ
ン

13
画

音

チ

訓

お
く

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

子
そ

ん

2

包
た

い

3

列

た

い

4

上
た

つ

5

語

た

ん

6

位
ち

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 24（仲・兆・低・底・的・典）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-23

漢字 23（孫・帯・隊・達・単・
置）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3

4
5 6

7

89

10

1
2

3

4
5 6

7

89 10

1

2 3 4

5

6 7
8

9 10

1
2 3 4

5

6 7
8

9 10

1
2

3

4 5

6
7 89

10

11
12

1
2

3

4 5

6
7 89

10

11
12

1
2

3
4 5

6
7

8
9

10
11

12

1
2

3
4 5

6
7

8
9

10
11

12

1 2 3

4
5

6
7

8

9

1 2 3

4
5

6
7

8

9

1
2

3 45
6

7

8
910 1112

13
1

2
3 45

6 7

8
910 1112
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

6
画

音

チ
ュ
ウ

訓

な
か

6
画

音

チ
ョ
ウ

訓

き
ざ
す

7
画

音

テ
イ

訓

ひ
く
い

8
画

音

テ
イ

訓

そ
こ

8
画

音

テ
キ

訓

ま
と

8
画

音

テ
ン

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

間

な

か

2

一
ち

ょ

う

3

最
て

い

4

海
て

い

5

目
て

き

6

辞
て

ん

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 25（伝・徒・努・灯・働・特）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-24

漢字 24（仲・兆・低・底・的・
典）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1

2
3

4

5
6

1
2

3

4

5
6

1
2

3

4
5

6

7

1
2

3

4 5
6

7

1
2

3 4

5 6 7

8
1

2
3 4

5 6 7

8

1

2
3

4
5

6
7

8

1

2
3

4
5

6
7

8

1
2
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5
6
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1
2

3 4

5
6
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

6
画

音

デ
ン

訓

つ
た
え
る

10
画

音

ト

7
画

音

ド

訓

つ
と
め
る

6
画

音

ト
ウ

訓

ひ

13
画

音

ド
ウ

訓

は
た
ら
く

10
画

音

ト
ク

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

言

で

ん

2

生
と

3

力

ど

4

電
と

う

5

労
ど

う

6

別

と

く

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 26（熱・念・敗・梅・博）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-25

漢字 25（伝・徒・努・灯・働・
特）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3
4

5 6

1
2

3
4

5 6

1
2

3

4
5

6
7 89 10

1
2

3

4
5

6
7 89 10
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4
5
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4
5

6 7

1

2
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4
5
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1

2
3

4
5

6

1
2

3

4
5

6
7

8
9
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
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1
2

3
4

5
6

7
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1
2

3
4

5
6

7
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10



なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

15
画

音

ネ
ツ

訓

あ
つ
い

8
画

音

ネ
ン

11
画

音

ハ
イ

訓

や
ぶ
れ
る

10
画

音

バ
イ

訓

う
め

12
画

音

ハ
ク
・
バ
ク

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

高
ね

つ

2

記
ね

ん

3

勝
は

い

4

の
花

う

め

5

物
館

は

く

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 27（飯・飛・必・票・標）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-26

漢字 26（熱・念・敗・梅・博）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
2

3
4 5

6
7

8

9
10

11

12 13

14 15

1
2

3
4 5

6
7

8

9
10

11

12 13

14 15

1 2
3

4
5 6 7 8
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3

4
5 6 7 8

1
2

3
4

5
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8
9 1011

1
2

3
4

5
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8
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1
2

3 4
5

6
7

8
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1
2
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6
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1
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4
5

6
7
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10

11
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1
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4
5

6
7

8 9

10

11

12



なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

12
画

音

ハ
ン

訓

め
し

9
画

音

ヒ

訓

と
ぶ
・
と
ば
す

5
画

音

ヒ
ツ

訓

か
な
ら
ず

11
画

音

ヒ
ョ
ウ

15
画

音

ヒ
ョ
ウ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

ご
は

ん

2

行
機

ひ

3

要

ひ

つ

4

投
ひ

ょ

う

5

目
ひ

ょ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 28（不・夫・付・副・別）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-27

漢字 27（飯・飛・必・票・標）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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3
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5
6

7
8

9
10 11

12
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5
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7
8

9
10 11
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1
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6
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6
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1
2
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5

6
7 8 9

10 1112 1314
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

4
画

音

フ
・
ブ

4
画

音

フ
・
フ
ウ

訓

お
っ
と

5
画

音

フ

訓

つ
け
る
・
つ
く

11
画

音

フ
ク

7
画

音

ベ
ツ

訓

わ
か
れ
る

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

安

ふ

2

工
ふ

う

3

近

ふ

4

会
長

ふ

く

5

特
べ

つ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 29（辺・変・便・包・法）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-28

漢字 28（不・夫・付・副・別）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1 2
3 4

1 2
3 4

1
2

3

4

1
2

3

4

1
2

3

4

5
1

2
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4
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1
2

3
4

5
6
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11

1
2

3
4

5
6
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9
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1
2

3
45

6
7

1
2

3
45
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

ヘ
ン

訓

あ
た
り
・
べ

9
画

音

ヘ
ン

訓

か
わ
る
・
か
え
る

9
画

音

ベ
ン
・
ビ
ン

訓

た
よ
り

5
画

音

ホ
ウ

訓

つ
つ
む

8
画

音

ホ
ウ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

周
へ

ん

2

大
へ

ん

3

利

べ

ん

4

丁

ほ

う

5

方
ほ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 30（望・牧・末・満・未）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-29

漢字 29（辺・変・便・包・法）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

ボ
ウ
・
モ
ウ

訓

の
ぞ
む

8
画

音

ボ
ク

訓

ま
き

5
画

音

マ
ツ
・
バ
ツ

訓

す
え

12
画

音

マ
ン

訓

み
ち
る
・
み
た
す

5
画

音

ミ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

希
ぼ

う

2

場

ぼ

く

3

週
ま

つ

4

月

ま

ん

5

来

み

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 31（民・無・約・勇・要）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-30

漢字 30（望・牧・末・満・未）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

ミ
ン

訓

た
み

12
画

音

ム
・
ブ

訓

な
い

9
画

音

ヤ
ク

9
画

音

ユ
ウ

訓

い
さ
む

9
画

音

ヨ
ウ

訓

い
る

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

市
み

ん

2

理

む

3

束

や

く

4

気

ゆ

う

5

重
よ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 32（養・浴・利・陸・良）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-31

漢字 31（民・無・約・勇・要）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
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1
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

15
画

音

ヨ
ウ

訓

や
し
な
う

10
画

音

ヨ
ク

訓

あ
び
る
・
あ
び
せ
る

7
画

音

リ

訓

き
く

11
画

音

リ
ク

7
画

音

リ
ョ
ウ

訓

よ
い

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

栄
よ

う

2

入
よ

く

3

用

り

4

大
り

く

5

心

り

ょ

う

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 33（料・量・輪・類・令）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-32

漢字 32（養・浴・利・陸・良）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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3
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6
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

リ
ョ
ウ

12
画

音

リ
ョ
ウ

訓

は
か
る

15
画

音

リ
ン

訓

わ

18
画

音

ル
イ

5
画

音

レ
イ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

理

り

ょ

う

2

大
り

ょ

う

3

車
り

ん

4

人
る

い

5

命
れ

い

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 34（冷・例・連・老・労・録）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-33

漢字 33（料・量・輪・類・令）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1 2

3
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5 6
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8
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

7
画

音

レ
イ

訓

つ
め
た
い
・
ひ
え
る

8
画

音

レ
イ

訓

た
と
え
る

10
画

音

レ
ン

訓

つ
れ
る
・
つ
ら
な
る

6
画

音

ロ
ウ

訓

お
い
る
・
ふ
け
る

7
画

音

ロ
ウ

16
画

音

ロ
ク

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

水

れ

い

2

文

れ

い

3

休

れ

ん

4

人

ろ

う

5

苦
ろ

う

6

記
ろ

く

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 35（茨・城・群・栃・埼）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-34

漢字 34（冷・例・連・老・労・
録）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く

漢
漢字

書き順を
たしかめよう

1
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1
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3
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

訓

い
ば
ら

9
画

音

ジ
ョ
ウ

訓

し
ろ

13
画

音

グ
ン

訓

む
れ
る
・
む
れ

9
画

訓

と
ち

11
画

訓

さ
い

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

県

い
ば

ら

き

2

宮

県

ぎ

3

馬
県

ぐ

ん

4

木
県

と

ち

5

玉
県

さ

い

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 36（潟・富・梨・井・岐）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-35

漢字 35（茨・城・群・栃・埼）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
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4
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1
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8
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

15
画

訓

か
た

12
画

音

フ
・
フ
ウ

訓

と
む
・
と
み

11
画

訓

な
し

4
画

音

セ
イ
・
シ
ョ
ウ

訓

い

7
画

音

キ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

新

県

が

た

2

山
県

と

3

山

県

な

し

4

福

県

い

5

阜
県

ぎ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 37（阜・静・愛・滋・奈）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-36

漢字 36（潟・富・梨・井・岐）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう

1
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4
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7
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

フ

14
画

音

セ
イ
・
ジ
ョ
ウ

訓

し
ず
か

13
画

音

ア
イ

12
画

音

ジ

8
画

音

ナ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

岐

県

ふ

2

岡
県

し

ず

3

知
県

あ

い

4

賀
県

し

5

良
県

な

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 38（阪・府・兵・岡・香）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-37

漢字 37（阜・静・愛・滋・奈）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

7
画

音

ハ
ン

8
画

音

フ

7
画

音

ヘ
イ
・
ヒ
ョ
ウ

8
画

訓

お
か

9
画

音

コ
ウ
・
キ
ョ
ウ

訓

か
・
か
お
り

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

大
さ

か

ふ

2

京
都

ふ

3

庫
県

ひ

ょ

う

4

山
県

お

か

5

川
県

か

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 39（徳・媛・佐・賀・崎）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-38

漢字 38（阪・府・兵・岡・香）
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

音

ト
ク

12
画

音

エ
ン

7
画

音

サ

12
画

音

ガ

11
画

訓

さ
き

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

島
県

と

く

2

愛

県

ひ

め

3

県

さ

が

4

滋

県

が

5

長

県

さ

き

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「漢字 40（熊・鹿・児・沖・縄）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-39

漢字 39（徳・媛・佐・賀・崎）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

色
の 

数
字
の 

順
に 

な
ぞ
っ
て
、
下
の

ま
す
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

訓

く
ま

11
画

訓

し
か
・
か

7
画

音

ジ
・
ニ

7
画

音

チ
ュ
ウ

訓

お
き

15
画

音

ジ
ョ
ウ

訓

な
わ

2

□
に 

漢
字
を 

書
こ
う
。

右
の 

小
さ
い 

字
は 

読

み
方
だ
よ
。

1

本
県

く

ま

2

島
県

か

ご

3

童

じ

4

県

お

き

な

わ

5

と
び

な

わ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-40

漢字 40（熊・鹿・児・沖・縄）
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み方を 知って 書く漢

漢字

書き順を
たしかめよう
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なまえ ひづけ がつ にち

1

読
み
方
に 

合
う 

正
し
い

書
き
方
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

あ
ら
た
め
る

ア

改
め
る

イ

改
た
め
る

2

く
わ
え
る

ア

加
え
る

イ

加
わ
え
る

3

つ
た
え
る

ア

伝
え
る

イ

伝
た
え
る

4

は
た
ら
く

ア

働
く

イ

働
ら
く

5

か
な
ら
ず

ア

必
ら
ず

イ

必
ず

6

つ
め
た
い

ア

冷
い

イ

冷
た
い

7

あ
ら
そ
う

ア

争
そ
う

イ

争
う

8

の
こ
る

ア

残
こ
る

イ

残
る

ヒント

漢字が 表す 部分と、送りがなの 部分を 分けて 考えよう。

教科書や 漢字の プリントで 見た 形を 思い出そう。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「送りがなで 読み方が かわる」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-41

送りがなを えらぼう
やさしい ★☆☆ ・ 正しい 送りがなを えらぶ

言
ことば

声に 出して
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

―
―

の 

言
葉
の 

正
し
い

読
み
方
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

冷
た
い 

風
が 

ふ
く
。

ア

つ
め
た
い

イ

ひ
え
た
い

2

体
が 

冷
え
る
。

ア

つ
め
え
る

イ

ひ
え
る

3

国
を 
治
め
る
。

ア

な
お
め
る

イ

お
さ
め
る

4

か
ぜ
が 

治
る
。

ア

な
お
る

イ

お
さ
る

5

九
九
を 

覚
え
る
。

ア

さ
え
る

イ

お
ぼ
え
る

6

朝 

早
く 

目
が 

覚
め
る
。

ア

さ
め
る

イ

お
ぼ
め
る

7

や
く
そ
く
を 

果
た
す
。

ア

は
て
す

イ

は
た
す

8

山
が 

連
な
る
。

ア

つ
ら
な
る

イ

つ
れ
な
る

ヒント

同じ 漢字でも、送りがなが ちがうと 読み方が かわるよ。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「送りがなを 書こう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-42

送りがなで 読み方が かわる
ふつう ★★☆ ・ 送りがなで 読み分ける

言
ことば

送りがなに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

右
の 

読
み
方
に 

な
る
よ
う

に
、
□
に 

送
り
が
な
を 

書

こ
う
。

1

す
き
な 

本
を 

選

。

え

ら

ぶ

2

雨
の 
日
が 

続

。

つ

づ

く

3

シ
ャ
ワ
ー
を 

浴

。

あ

び

る

4

力
を 

合
わ
せ
て 

戦

。

た

た

か

う

5

大
切
な 

物
を 

失

。

う

し

な

う

6

家
族
を 

養

。

や

し

な

う

7

山
が 

遠
く
ま
で 

連

。

つ

ら

な

る

8

体
が 

健

だ
。

す

こ

や

か

ヒント

えらぶ・えらばない のように 形を かえて、かわる 部分を

送ろう。「連なる」「健やか」は 形で 覚えよう。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「同じ読み方の漢字 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-43

送りがなを 書こう
むずかしい ★★★ ・ 送りがなを 正しく 書く

言
ことば

形を かえて
たしかめよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に 

入
る 

漢
字
に 

○
を

つ
け
よ
う
。

1

（
き
せ
つ
）
□
節

ア

季

イ

機

ウ

希

2

（
き
か
い
）
□
会

ア

機

イ

季

ウ

器

3

（
き
ぼ
う
）
□
望

ア

希

イ

旗

ウ

季

4

（
し
ょ
う
め
い
）
□
明

ア

笑

イ

唱

ウ

照

5

（
が
っ
し
ょ
う
）
合
□

ア

唱

イ

照

ウ

松

6

（
か
ん
せ
い
）
□
成

ア

管

イ

完

ウ

官

7

（
か
ん
こ
う
）
□
光

ア

管

イ

観

ウ

関

8

（
き
ょ
う
り
ょ
く
）
□
力

ア

鏡

イ

協

ウ

共

ヒント

（　）は 言葉の 読み方だよ。その 言葉の 意味を 思いう

かべてから えらぼう。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「同じ読み方の漢字 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-44

同じ読み方の漢字 1
やさしい ★☆☆ ・ 同じ 読み方の 漢字を 書き分ける

言
ことば

言葉の 意味を
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

―
―

の 

言
葉
に 

合
う 

漢

字
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

あ
つ
い 

お
茶
を 

飲
む
。

ア

熱
い

イ

暑
い

2

あ
つ
い 

夏
の 

日
。

ア

暑
い

イ

熱
い

3

信
号
が 
青
に 

か
わ
る
。

ア

代
わ
る

イ

変
わ
る

4

父
に 

か
わ
っ
て 
電
話
に 

出

る
。ア

変
わ
っ
て

イ

代
わ
っ
て

5

体
重
を 

は
か
る
。

ア

計
る

イ

量
る

6

走
る 

時
間
を 

は
か
る
。

ア

量
る

イ

計
る

7

赤
ち
ゃ
ん
が 

な
く
。

ア

泣
く

イ

鳴
く

8

小
鳥
が 

な
く
。

ア

鳴
く

イ

泣
く

ヒント

「熱い」は さわって 感じる あつさ、「暑い」は 気温の あ

つさだよ。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「同じ読み方の言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-45

同じ読み方の漢字 2
ふつう ★★☆ ・ 文に 合う 漢字を えらぶ

言
ことば

文の 意味から
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

―
―

の 

言
葉
に 

合
う 

書

き
方
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

工
場
の 

き
か
い
が 

動
く
。

ア

機
械

イ

機
会

2

話
す 

き
か
い
が 

な
か
っ

た
。ア

機
械

イ

機
会

3

わ
た
し 

い
が
い
は 

み
ん
な

来
た
。

ア

以
外

イ

意
外

4

思
っ
て 

い
な
か
っ
た
、

い
が
い
な 

答
え
。

ア

以
外

イ

意
外

5

自
分
に 

じ
し
ん
を 

も
つ
。

ア

自
信

イ

自
身

6

か
れ 

じ
し
ん
が 

決
め
た
。

ア

自
信

イ

自
身

7

新
し
い 

店
が 

か
い
て
ん
す

る
。ア

回
転

イ

開
店

8

こ
ま
が 

く
る
く
る

か
い
て
ん
す
る
。

ア

回
転

イ

開
店

ヒント

一字ずつの 意味を 考えよう。「開」は ひらく、「回」は ま

わる だよ。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「気持ちを表す言葉 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-46

同じ読み方の言葉
むずかしい ★★★ ・ 同じ 読み方の 二字の 言葉

言
ことば

文に 合う 方を
えらぼう



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

場
面
に 

合
う 

気
持
ち
を

表
す 

言
葉
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

ず
っ
と 

ほ
し
か
っ
た 

本
を 

も
ら
っ

た
。ア

く
や
し
い

イ

う
れ
し
い

ウ

こ

わ
い

2

か
け
っ
こ
で
、
あ
と 

少
し
の 

と
こ

ろ
で 
負
け
た
。

ア

う
れ
し
い

イ

く
や
し
い

ウ

な

つ
か
し
い

3

暗
い 

夜
道
で
、
後
ろ
か
ら 

足
音
が

近
づ
い
て 

き
た
。

ア

こ
わ
い

イ

は
ず
か
し
い

ウ

う

れ
し
い

4

み
ん
な
の 

前
で
、
こ
ろ
ん
で 

し
ま

っ
た
。

ア

は
ず
か
し
い

イ

た
の
も
し
い

ウ

う
ら
や
ま
し
い

5

明
日
は 

遠
足
だ
。
早
く 

朝
に 

な
ら

な
い
か
な
。

ア

が
っ
か
り
す
る

イ

い
ら
い
ら
す

る

ウ

わ
く
わ
く
す
る

6

楽
し
み
に 

し
て 

い
た 

遠
足
が
、
雨

で 

中
止
に 

な
っ
た
。

ア

う
っ
と
り
す
る

イ

わ
く
わ
く
す

る

ウ

が
っ
か
り
す
る

7

発
表
の 

前
、
む
ね
が 

ど
き
ど
き
し

て 

手
が 

ふ
る
え
る
。

ア

う
っ
と
り
す
る

イ

ほ
っ
と
す
る

ウ

き
ん
ち
ょ
う
す
る

8

な
く
し
た 

か
ぎ
が
、
や
っ
と 

見
つ

か
っ
た
。

ア

き
ん
ち
ょ
う
す
る

イ

が
っ
か
り

す
る

ウ

ほ
っ
と
す
る

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「気持ちを表す言葉 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-47

気持ちを表す言葉 1
やさしい ★☆☆ ・ 場面に 合う 気持ちを えらぶ

言
ことば

自分なら
どう 思う？



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

言
葉
は
、
ア 

明

る
い 

気
持
ち
・
イ 

暗
い

気
持
ち
の 

ど
ち
ら
か

な
。
□
に 

ア
か 

イ
を 

書

こ
う
。

ア

明
る
い 

気
持
ち

イ

暗
い 

気
持
ち

1

う
き
う
き

2

し
ょ
ん
ぼ
り

3

い
ら
い
ら

4

わ
く
わ
く

5

う
っ
と
り

6

が
っ
か
り

7

ほ
の
ぼ
の

8

む
し
ゃ
く
し
ゃ

ヒント

その 言葉を 使う とき、どんな 顔に なるか 思いうかべて

みよう。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「人がらを表す言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-48

気持ちを表す言葉 2
ふつう ★★☆ ・ 明るい 気持ち・暗い 気持ち

言
ことば

どんな 顔に
なるかな



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

人
は 

ど
ん
な 

人
か
な
。

合
う 

言
葉
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

友
だ
ち
が 

こ
ま
っ
て 

い
る
と
、
す

ぐ
に 

声
を 

か
け
て 

手
つ
だ
う
。

ア

親
切

イ

気
が 

短
い

ウ

ら
ん
ぼ

う
2

毎
朝 
早
起
き
し
て
、
走
る 

練
習
を

一
日
も 
休
ま
ず 

つ
づ
け
た
。

ア

わ
す
れ
っ
ぽ
い

イ

あ
き
っ
ぽ
い

ウ

が
ん
ば
り
や

3

は
じ
め
て 

会
う 
人
と
も
、
す
ぐ
に

楽
し
く 

話
せ
る
。

ア

が
ん
こ

イ

は
ず
か
し
が
り
や

ウ

人
な
つ
っ
こ
い

4

だ
れ
が 

何
と 

言
っ
て
も
、
自
分
の

や
り
方
を 

か
え
な
い
。

ア

の
ん
び
り
や

イ

す
な
お

ウ

が

ん
こ

5

注
意
さ
れ
る
と
、「
は
い
」
と 

聞
い

て
、
す
ぐ
に 

直
す
。

ア

す
な
お

イ

が
ん
こ

ウ

い
じ
わ

る
6

い
そ
い
で 

先
に 

進
み
、
細
か
い 

と

こ
ろ
を 

見
な
い
で 

失
敗
す
る
。

ア

冷
静

イ

そ
そ
っ
か
し
い

ウ

し

ん
ち
ょ
う

7

何
を
す
る
に
も
、
よ
く 

調
べ
て 

た

し
か
め
て
か
ら 

行
動
す
る
。

ア

そ
そ
っ
か
し
い

イ

し
ん
ち
ょ
う

ウ

ら
ん
ぼ
う

8

大
事
な 

場
面
で
も 

あ
わ
て
ず
、
落

ち
着
い
て 

考
え
る
。

ア

せ
っ
か
ち

イ

お
く
び
ょ
う

ウ

冷
静

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「つなぎ言葉の はたらき 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-49

人がらを表す言葉
むずかしい ★★★ ・ したことから 人がらを 考える

言
ことば

したことに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

つ
な
ぎ

言
葉
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

雨
が 

ふ
っ
た
。（
　
）、
遠
足

は 

中
止
に 

な
っ
た
。

ア

し
か
し

イ

だ
か
ら

2

雨
が 
ふ
っ
た
。（
　
）、
遠
足

は 

行
わ
れ
た
。

ア

だ
か
ら

イ

し
か
し

3

た
く
さ
ん 

練
習
し
た
。

（
　
）、
試
合
に 

勝
て
た
。

ア

け
れ
ど
も

イ

そ
れ
で

4

た
く
さ
ん 

練
習
し
た
。

（
　
）、
試
合
に 

負
け
た
。

ア

そ
れ
で

イ

け
れ
ど
も

5

お
な
か
が 

す
い
た
。（
　
）、

ご
飯
を 

食
べ
た
。

ア

と
こ
ろ
が

イ

そ
こ
で

6

急
い
で 

駅
へ 

行
っ
た
。

（
　
）、
電
車
は 

も
う 

出
た

後
だ
っ
た
。

ア

と
こ
ろ
が

イ

そ
こ
で

7

ね
ぼ
う
し
た
。（
　
）、
学
校

に 

お
く
れ
た
。

ア

だ
か
ら

イ

で
も

8

ね
ぼ
う
し
た
。（
　
）、
学
校

に 

間
に
合
っ
た
。

ア

で
も

イ

だ
か
ら

ヒント

後の 文は、前の 文から 思ったとおりかな。思ったのと ち

がうかな。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「つなぎ言葉の はたらき 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-50

つなぎ言葉の はたらき 1
やさしい ★☆☆ ・ 理由と 結果・反対の つなぎ言葉

言
ことば

前と 後を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

つ
な
ぎ
言

葉
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

わ
た
し
は 

本
が 

す
き
だ
。

（
　
）、
絵
を 

か
く
の
も 

す
き

だ
。ア

と
こ
ろ
で

イ

ま
た

ウ

つ

ま
り

2

こ
の 
店
の 

パ
ン
は 

お
い
し

い
。（
　
）、
ね
だ
ん
も 

安
い
。

ア

そ
の
う
え

イ

そ
れ
と
も

ウ

し
か
し

3

ジ
ュ
ー
ス
に 

し
ま
す
か
。

（
　
）、
お
茶
に 

し
ま
す
か
。

ア

そ
れ
と
も

イ

つ
ま
り

ウ

だ
か
ら

4

父
の 

兄
、（
　
）
わ
た
し
の

お
じ
さ
ん
が 

来
た
。

ア

つ
ま
り

イ

ま
た
は

ウ

と

こ
ろ
が

5

今
日
の 

勉
強
は 

お
わ
り
で

す
。（
　
）、
明
日
の 

天
気
は 

ど

う
か
な
。

ア

と
こ
ろ
で

イ

だ
か
ら

ウ

そ
の
う
え

6

え
ん
ぴ
つ
（
　
）
ボ
ー
ル
ペ
ン

で 

書
い
て 

く
だ
さ
い
。

ア

と
こ
ろ
で

イ

つ
ま
り

ウ

ま
た
は

7

兄
は 

走
る
の
が 

速
い
。

（
　
）、
泳
ぐ
の
も 

速
い
。

ア

つ
ま
り

イ

さ
ら
に

ウ

と

こ
ろ
で

ヒント

前と 後を ならべて いるかな、つけ加えて いるかな、どち

らかを えらんで いるかな。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは 「つなぎ言葉で 一つの文に」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-51

つなぎ言葉の はたらき 2
ふつう ★★☆ ・ いろいろな つなぎ言葉

言
ことば

つなぎ言葉の
はたらきは？



なまえ ひづけ がつ にち

1

二
つ
の 

文
を 

一
つ
の 

文

に 

す
る
。
同
じ 

意
味
に

な
る 

前
の 

部
分
に 

○
を

つ
け
よ
う
。

1

雨
が 

ふ
っ
た
。
だ
か
ら
、
試

合
は 

中
止
に 

な
っ
た
。

ア

雨
が 

ふ
っ
た
の
で
、

イ

雨
が 

ふ
っ
た
の
に
、

ウ

雨
が 
ふ
っ
て
も
、

2

雨
が 

ふ
っ
た
。
し
か
し
、
試

合
は 

行
わ
れ
た
。

ア

雨
が 

ふ
っ
た
の
に
、

イ

雨
が 

ふ
っ
た
か
ら
、

ウ

雨
が 

ふ
っ
た
の
で
、

3

た
く
さ
ん 

食
べ
た
。
け
れ
ど

も
、
ま
だ 

お
な
か
が 

す
い
て 

い

る
。ア

た
く
さ
ん 

食
べ
た
の
で
、

イ

た
く
さ
ん 

食
べ
た
か
ら
、

ウ

た
く
さ
ん 

食
べ
た
が
、

4

か
ぜ
を 

ひ
い
た
。
そ
れ
で
、

学
校
を 

休
ん
だ
。

ア

か
ぜ
を 

ひ
い
た
け
れ
ど
、

イ

か
ぜ
を 

ひ
い
た
の
に
、

ウ

か
ぜ
を 

ひ
い
た
か
ら
、

5

こ
ま
っ
て 

い
た
。
す
る
と
、

友
だ
ち
が 

助
け
て 

く
れ
た
。

ア

こ
ま
っ
て 

い
て
も
、

イ

こ
ま
っ
て 

い
る
と
、

ウ

こ
ま
っ
て 

い
る
の
に
、

6

よ
く 

考
え
た
。
で
も
、
答
え

が 

分
か
ら
な
か
っ
た
。

ア

よ
く 

考
え
た
の
で
、

イ

よ
く 

考
え
る
と
、

ウ

よ

く 
考
え
た
が
、

ヒント

もとの つなぎ言葉の はたらき（理由・反対など）を 考え

てから えらぼう。

できたら
はなまる ことば ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-52

つなぎ言葉で 一つの文に
むずかしい ★★★ ・ 二つの 文を 一つに する

言
ことば

同じ 意味を
えらぼう



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
と
わ
ざ
の 

意
味
を 

え
ら
ん

で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書
こ
う
。

ア

小
さ
な 

も
の
で
も
、
つ
も
れ
ば

大
き
な 

も
の
に 

な
る

イ

ね
う
ち
の 

分
か
ら
な
い 

人
に 

よ

い 
物
を 

あ
げ
て
も 

む
だ

ウ

見
て 

楽
し
む 

も
の
よ
り
、
役
に

立
つ 
も
の
を 

取
る

エ

急
ぐ 
と
き
ほ
ど
、
遠
回
り
で
も

安
全
な 

方
法
を 
と
る 

ほ
う
が 

よ
い

オ

早
起
き
す
る
と
、
何
か 

よ
い 

こ

と
が 

あ
る

カ

が
ま
ん
し
て 

つ
づ
け
れ
ば
、
い

つ
か 

う
ま
く 

い
く

キ

じ
ょ
う
ず
な 

人
で
も 

失
敗
す
る

こ
と
が 

あ
る

1

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

2

急
が
ば 

回
れ

3

石
の 

上
に
も 

三
年

4

ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と 

な
る

5

ね
こ
に 

小
判ば

ん

6

花
よ
り 

だ
ん
ご

7

早
起
き
は 

三
文
の 

徳

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「ことわざの 意味 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-53

ことわざの 意味 1
やさしい ★☆☆ ・ ことわざの 意味を えらぶ

耳
ことわざ

昔の 人の
ちえだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
と
わ
ざ
の 

意
味
を 

え
ら
ん

で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書
こ
う
。

ア

悪
い 

こ
と
の 

上
に
、
さ
ら
に 

悪

い 

こ
と
が 

重
な
る

イ

何
回
も 

聞
く
よ
り
、
一
度 

自
分

の 
目
で 

見
る 

ほ
う
が 

よ
く 

分
か

るウ

ふ
つ
う
の 

人
で
も
、
三
人 

集
ま

れ
ば 

よ
い 
考
え
が 

う
か
ぶ

エ

一
度
に 

二
つ
の 

こ
と
を 

し
よ
う

と 

す
る
と
、
ど
ち
ら
も 

う
ま
く 

い

か
な
い

オ

ど
ん
な
に 

や
さ
し
い 
人
で
も
、

何
度
も 

ひ
ど
い 

こ
と
を 

さ
れ
れ
ば

お
こ
る

カ

子
は 

親
に 

に
る

キ

何
度 

失
敗
し
て
も
、
く
じ
け
ず

に 

立
ち
上
が
る

1

二
と
を 

追
う 

者
は 

一
と
を
も 

得
ず

え

2

百
聞
は 

一
見
に 

し
か
ず

3

か
え
る
の 

子
は 

か
え
る

4

な
き
面
に 

は
ち

5

七
転
び 

八
起
き

6

三
人 

よ
れ
ば 

文
殊
の 

ち
え

じ
ゅ

7

仏
の 

顔
も 

三
度

ほ
と
け

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「にた 意味・反対の 意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-54

ことわざの 意味 2
ふつう ★★☆ ・ 数や 生き物の ことわざ

耳
ことわざ

場面を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

に
た 

意
味
の 

こ
と
わ
ざ
を 

え
ら

ん
で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書
こ

う
。

ア

か
っ
ぱ
の 

川
流
れ

イ

の
れ
ん
に 

う
で
お
し

ウ

弱
り
目
に 

た
た
り
目

エ

ぶ
た
に 

真
じ
ゅ

1

さ
る
も 
木
か
ら 

落
ち
る

2

ね
こ
に 

小
判ば

ん

3

ぬ
か
に 

く
ぎ

4

な
き
面
に 

は
ち

2

反
対
の 

意
味
の 

こ
と
わ
ざ
を 

え

ら
ん
で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書
こ

う
。

ア

急
が
ば 

回
れ

イ

旅
の 

は
じ
は 

か
き
す
て

ウ

と
び
が 

た
か
を 

生
む

エ

三
度
目
の 

正
直

1

善
は 

急
げ

ぜ
ん

2

二
度 

あ
る 

こ
と
は 

三
度 

あ
る

3

か
え
る
の 

子
は 

か
え
る

4

立
つ 

鳥 

あ
と
を 

に
ご
さ
ず

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「ことわざを 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-55

にた 意味・反対の 意味の ことわざ
ふつう ★★☆ ・ ことわざを 組に する耳

ことわざ

意味を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

場
面
に 

合
う 

こ
と
わ
ざ

に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

毎
日 

少
し
ず
つ 

た
め
た 

お
金
が
、

一
年
で 

大
き
な 

金
が
く
に 

な
っ
た
。

ア

ち
り
も 

つ
も
れ
ば 

山
と 

な
る

イ

急
が
ば 

回
れ

ウ

な
き
面
に 

は

ち
2

水
泳
が 
と
く
い
な 

兄
が
、
プ
ー
ル

で 

お
ぼ
れ
か
け
た
。

ア

か
っ
ぱ
の 
川
流
れ

イ

か
え
る
の

子
は 

か
え
る

ウ

花
よ
り 

だ
ん
ご

3

近
道
を 

し
よ
う
と
し
て 
道
に 

ま
よ

い
、
か
え
っ
て 

お
そ
く 

な
っ
た
。

ア

急
が
ば 

回
れ

イ

ね
こ
に 
小
判ば

ん

ウ

石
の 

上
に
も 

三
年

4

こ
ろ
ん
で 

け
が
を 

し
た 

上
に
、
雨

に
も 

ふ
ら
れ
た
。

ア

早
起
き
は 

三
文
の 

徳

イ

な
き

面
に 

は
ち

ウ

七
転
び 

八
起
き

5

二
回 

し
っ
ぱ
い
し
た
が
、
三
回
目
で

や
っ
と 

成
功
し
た
。

ア

三
度
目
の 

正
直

イ

さ
る
も 

木

か
ら 

落
ち
る

ウ

二
度 

あ
る 

こ
と

は 

三
度 

あ
る

6

説
明
を 

何
度 

聞
く
よ
り
、
じ
っ
さ

い
に 

見
た
ら 

す
ぐ
に 

分
か
っ
た
。

ア

ぬ
か
に 

く
ぎ

イ

か
え
る
の 

子

は 

か
え
る

ウ

百
聞
は 

一
見
に 

し

か
ず

7

何
度 

注
意
し
て
も
、
弟
は 

ま
っ
た

く 

聞
き
入
れ
な
い
。

ア

三
人 

よ
れ
ば 

文
殊
の 

ち
え

じ
ゅ

イ

ぬ
か
に 

く
ぎ

ウ

早
起
き
は 

三

文
の 

徳

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「体の 言葉の かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-56

ことわざを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う ことわざを えらぶ

耳
ことわざ

どんな ときに
使うかな



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に 

入
る 

体
の 

部
分
を 

え
ら

ん
で
、
記
ご
う
を 

書
こ
う
。

（
　
）
は 

意
味
だ
よ
。

ア

手
イ

鼻
ウ

口
エ

足
オ

耳
カ

目
キ

顔
ク

首

1

□
が 

な
い
（
と
て
も 

す
き
だ
）

2□
を 

か
す
（
話
を 

聞
い
て 

あ
げ
る
）

3

□
が 

す
べ
る
（
言
っ
て
は 

い
け
な

い 

こ
と
を 

う
っ
か
り 

言
う
）

4□
を 

焼
く
（
あ
つ
か
い
に 

こ
ま
る
）

5

□
が 

出
る
（
用
意
し
た 

お
金
よ
り

多
く 

か
か
る
）

6

□
が 

高
い
（
と
く
い
に 

な
る
）

7

□
が 

広
い
（
知
り
合
い
が 

多
い
）

8

□
を 
長
く
す
る
（
今
か 

今
か
と 

待

つ
）

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「かんようくの 意味」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-57

体の 言葉の かんようく
やさしい ★☆☆ ・ 体の 部分を 使った かんようく

耳
ことわざ

体の 言葉が
入るよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

か
ん
よ
う
く
の 

意
味
に 

○
を 

つ

け
よ
う
。

1

ね
こ
の 

手
も 

か
り
た
い

ア

ね
こ
と 

あ
そ
び
た
い

イ

と
て
も

い
そ
が
し
い

ウ

ね
こ
を 

か
い
た
い

2

馬
が 

合
う

ア

馬
に 

乗
る
の
が 

う
ま
い

イ

気

が 

合
う

ウ

か
け
っ
こ
が 

速
い

3

す
ず
め
の 
な
み
だ

ア

ほ
ん
の 

少
し

イ

小
鳥
が 

な
く

ウ

と
て
も 

か
な
し
い

4

油
を 

売
る

ア

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い 

は
た
ら
く

イ

店
で 

油
を 

売
る

ウ

む
だ
話
を

し
て 

な
ま
け
る

5

さ
じ
を 

投
げ
る

ア

食
事
を 

い
そ
ぐ

イ

遠
く
ま
で

物
を 

投
げ
る

ウ

見
こ
み
が 

な
い
と

あ
き
ら
め
る

6

水
に 

流
す

ア

せ
ん
た
く
を 

す
る

イ

川
で 

あ

そ
ぶ

ウ

前
の 

こ
と
を 

な
か
っ
た

こ
と
に 

す
る

7

図
に 

乗
る

ア

地
図
を 

見
て 

出
か
け
る

イ

ち

ょ
う
し
に 

乗
っ
て 

い
い
気
に 

な
る

ウ

乗
り
物
に 

よ
う

8

た
か
を 

く
く
る

ア

大
し
た 

こ
と
は 

な
い
と 

か
る
く

見
る

イ

ひ
も
で 

し
っ
か
り 

む
す
ぶ

ウ

鳥
を 

つ
か
ま
え
る

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「気持ちを 表す かんようく」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-58

かんようくの 意味
ふつう ★★☆ ・ かんようくの 意味を えらぶ

耳
ことわざ

言葉どおりの
意味じゃないよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

場
面
に 

合
う 

か
ん
よ
う

く
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

1

み
ん
な
に 

ほ
め
ら
れ
て
、
と
く
い
な

気
持
ち
に 

な
っ
た
。

ア

気
が 

重
い

イ

鼻
が 

高
い

ウ

耳

が 

い
た
い

2

自
分
の 

悪
い 

と
こ
ろ
を 

言
わ
れ

て
、
聞
く
の
が 

つ
ら
い
。

ア

鼻
が 
高
い

イ

耳
が 

い
た
い

ウ

む
ね
が 
お
ど
る

3

明
日
の 

発
表
の 
こ
と
を 

考
え
る

と
、
気
持
ち
が 

し
ず
む
。

ア

気
が 

重
い

イ

む
ね
が 
お
ど
る

ウ

鼻
が 

高
い

4

心
配
ご
と
が 

な
く
な
っ
て
、
安
心
し

た
。ア

耳
が 

い
た
い

イ

む
ね
を 

な
で

下
ろ
す

ウ

は
ら
が 

立
つ

5

弟
の 

い
た
ず
ら
に
、
が
ま
ん
が 

で

き
な
く
な
っ
た
。

ア

む
ね
を 

な
で
下
ろ
す

イ

息
を

の
む

ウ

は
ら
が 

立
つ

6

美
し
い 

け
し
き
に 

お
ど
ろ
い
て
、

思
わ
ず 

声
が 

出
な
か
っ
た
。

ア

気
が 

重
い

イ

息
を 

の
む

ウ

は

ら
が 

立
つ

7

明
日
か
ら
の 

旅
行
が 

楽
し
み
で
、

わ
く
わ
く
す
る
。

ア

耳
が 

い
た
い

イ

息
を 

の
む

ウ

む
ね
が 

お
ど
る

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「かんようくを 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-59

気持ちを 表す かんようく
ふつう ★★☆ ・ 気持ちを 表す かんようく

耳
ことわざ

どんな 気持ちの
場面かな



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

か
ん
よ
う
く
を

え
ら
ん
で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書

こ
う
。
入
れ
る 

と
き
は 

文
に 

合

う 

形
に 

か
え
て 

読
も
う
（
焼
く

→

焼
い
て
）。

ア

耳
を 

す
ま
す

イ

足
を 

運
ぶ

ウ

鼻
に 
つ
く

エ

目
を 
丸
く
す
る

オ

手
を 

焼
く

カ

首
を 

か
し
げ
る

キ

口
を 

そ
ろ
え
る

ク

顔
が 

広
い

1

弟
の 

い
た
ず
ら
に
は
、
母
も
（
　
）

い
る
。

2

手
品
を 

見
て
、
み
ん
な
が
（
　
）。

3

「
お
い
し
い
」
と
、
み
ん
な
が
（
　
）

言
っ
た
。

4

何
度
も 

図
書
館
に
（
　
）
調
べ
た
。

5

ふ
し
ぎ
な 

答
え
に
、
先
生
は

（
　
）。

6

鳥
の 

声
に
（
　
）。

7

お
じ
は
（
　
）
の
で
、
町
の 

人
を

み
ん
な 

知
っ
て 

い
る
。

8

自
ま
ん
話
ば
か
り
で
、
話
し
方
が

（
　
）。

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「こじ成語の 意味 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-60

かんようくを 使おう
むずかしい ★★★ ・ 文に 合う かんようくを えらぶ

耳
ことわざ

文の 意味を
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
じ
成
語
の 

意
味
を 

え
ら
ん

で
、
□
に 

記
ご
う
を 

書
こ
う
。

ア

に
げ
場
の 

な
い 

と
こ
ろ
で
、
全

力
で 

取
り
組
む 

こ
と

イ

よ
け
い
な 

つ
け
足
し

ウ

し
な
く
て
も 

よ
い 

心
配
を 

す
る

こ
と

エ

少
し
の 
ち
が
い
は 

あ
っ
て
も
、

大
き
な 
ち
が
い
は 

な
い

オ

前
と 

後
で 
つ
じ
つ
ま
が 

合
わ
な

い 

こ
と

カ

文
章
を 

何
度
も 
考
え
て 

直
す

こ
と

キ

二
人
が 

あ
ら
そ
う 

間
に
、
ほ
か

の 

人
が 

と
く
を 

す
る

1

矛
盾

む
じ
ゅ
ん

2

蛇
足

だ
そ
く

3

五
十
歩
百
歩

4

漁
夫
の
利

5

推
敲

す
い
こ
う

6

背
水
の 

陣

は
い
す
い

じ
ん

7

杞
憂

き
ゆ
う

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「こじ成語の 意味 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-61

こじ成語の 意味 1
やさしい ★☆☆ ・ こじ成語の 意味を えらぶ

耳
ことわざ

昔の 中国の
話から できたよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

も
と
に 

な
っ
た 

話
に 

合
う 

こ

じ
成
語
を 

え
ら
ん
で
、
□
に 

記

ご
う
を 

書
こ
う
。

ア

蛇
足

だ
そ
く

イ

杞
憂

き
ゆ
う

ウ

五
十
歩
百
歩

エ

漁
夫
の
利

オ

推
敲

す
い
こ
う

カ

矛
盾

む
じ
ゅ
ん

1

「
ど
ん
な 

た
て
も 
つ
き
通
す 

ほ
こ
」

と
「
ど
ん
な 

ほ
こ
も 
ふ
せ
ぐ 

た
て
」

を 

売
る 

人
が
、「
そ
の 

ほ
こ
で 

そ
の

た
て
を 

つ
い
た
ら
？
」
と 

聞
か
れ
て

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

2

へ
び
の 

絵
を 

早
く 

か
く 

競
争
で
、

一
番
に 

か
き
終
え
た 

人
が
、
へ
び
に

足
を 

か
き
足
し
て 

負
け
た
。

3

し
ぎ
（
鳥
）
と 

は
ま
ぐ
り
（
貝
）
が

あ
ら
そ
っ
て 

い
る 

間
に
、
通
り
か
か

っ
た 

漁
師
が 

両
方
と
も 

つ
か
ま
え

り
ょ
う
し

た
。

4

戦
い
で 

五
十
歩 

に
げ
た 

兵
士
が
、

へ
い
し

百
歩 

に
げ
た 

兵
士
を 

わ
ら
っ
た
。

へ
い
し

5

あ
る 

国
の 

人
が
、
天
が 

落
ち
て 

こ

な
い
か
と 

心
配
し
て
、
ね
む
れ
な
く

な
っ
た
。

6

あ
る 

詩
人
が
、
詩
の 

中
の
「
門
を

お
す
」
と
「
門
を 

た
た
く
」
の 

ど
ち

ら
の 

言
葉
が 

よ
い
か
、
な
や
み
つ
づ

け
た
。

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「こじ成語を 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-62

こじ成語の 意味 2
ふつう ★★☆ ・ もとの 話から こじ成語を えらぶ

耳
ことわざ

話の 様子を
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

場
面
に 

合
う 

こ
じ
成
語

を 

え
ら
ん
で
、
□
に 

記
ご
う
を

書
こ
う
。

ア

蛇
足

だ
そ
く

イ

推
敲

す
い
こ
う

ウ

五
十
歩
百
歩

エ

背
水
の 

陣

は
い
す
い

じ
ん

オ

漁
夫
の
利

カ

杞
憂

き
ゆ
う

キ

矛
盾

む
じ
ゅ
ん

1

「
宿
題
は 

な
い
」
と 

言
っ
た 

兄

が
、
す
ぐ 

後
に
「
宿
題
で 

い
そ
が
し

い
」
と 

言
っ
た
。

2

よ
く 

ま
と
ま
っ
た 

作
文
の 

最
後

に
、
い
ら
な
い 

一
文
を 

つ
け
足
し
て

し
ま
っ
た
。

3

ぼ
く
の 

テ
ス
ト
は 

六
十
点
、
弟
は

六
十
五
点
。
ど
ち
ら
も 

大
し
て 

か
わ

ら
な
い
。

4

二
人
の 

兄
が 

お
か
し
を 

取
り
合
っ

て 

い
る 

間
に
、
妹
が 

食
べ
て 

し
ま
っ

た
。

5

作
文
を 

何
度
も 

読
み
返
し
て
、
言

葉
を 

え
ら
び
直
し
た
。

6

遠
足
の 

日
に 

雨
が 

ふ
ら
な
い
か
と

心
配
し
た
が
、
よ
く 

晴
れ
た
。

7

負
け
れ
ば 

お
し
ま
い
の 

決
勝
戦
。

も
う 

あ
と
が 

な
い
と
、
チ
ー
ム
は 

全

力
で 

い
ど
ん
だ
。

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは 「ことわざ・かんようく・こじ成語 まとめ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-63

こじ成語を 使おう
むずかしい ★★★ ・ 場面に 合う こじ成語を えらぶ

耳
ことわざ

どの 言葉が
ぴったりかな



なまえ ひづけ がつ にち

1

つ
ぎ
の 

言
葉
は 

ど
の 

な

か
ま
か
な
。
□
に 

記
ご

う
を 

書
こ
う
。

ア

こ
と
わ
ざ

イ

か
ん
よ
う
く

ウ

こ
じ
成
語

1

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

2

顔
が 

広
い

3

矛
盾

む
じ
ゅ
ん

4

急
が
ば 

回
れ

5

耳
を 

か
す

6

蛇
足

だ
そ
く

7

石
の 

上
に
も 

三
年

8

漁
夫
の
利

ヒント

ことわざは 教えや ちえ、かんようくは 決まった 言い方、

こじ成語は 昔の 中国の 話から できた 言葉だよ。

できたら
はなまる ことわざ ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-64

ことわざ・かんようく・こじ成語 ま
とめ
むずかしい ★★★ ・ 三つの なかまに 分ける

耳
ことわざ

三つの
ちがいは？



なまえ ひづけ がつ にち

①
夜
、
ね
こ
の
目
に
ラ
イ
ト
が
当

た
る
と
、
目
が
光
っ
て
見
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ね
こ
の
目
は
、

な
ぜ
光
る
の
で
し
ょ
う
か
。

②
ね
こ
の
目
の
お
く
に
は
、
光
を

は
ね
返
す
鏡
の
よ
う
な
ま
く
が
あ

り
ま
す
。
目
に
入
っ
た
光
は
、
こ

の
ま
く
で
は
ね
返
さ
れ
て
、
も
う

一
度
目
の
中
を
通
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ね
こ
は
わ
ず
か
な
光
で
も

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
と
き
、
は
ね
返
っ
た
光
の
一
部

が
外
に
出
て
く
る
の
で
、
目
が
光

っ
て
見
え
る
の
で
す
。

③
ね
こ
の
な
か
ま
は
、
も
と
も
と

夕
方
や
夜
に
え
も
の
を
と
っ
て
き

た
動
物
で
す
。
暗
い
所
で
よ
く
見

え
る
目
は
、
そ
う
し
た
く
ら
し
に

役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ
う
。

1

問
い
の
文
（
〜
で
し
ょ
う
か
）
が
あ
る
だ

ん
落
は
ど
れ
か
な
。

ア

①

イ

②

ウ

③

2

ね
こ
の
目
の
お
く
に
は
、
何
が
あ
り
ま
す

か
。

ア

光
を
す
い
こ
む
黒
い
ま
く

イ

小

さ
な
ラ
イ
ト

ウ

光
を
は
ね
返
す
鏡
の
よ
う

な
ま
く

3

は
ね
返
さ
れ
た
光
は
、
ど
う
な
り
ま
す

か
。

ア

な
み
だ
に
な
る

イ

も
う
一
度
目

の
中
を
通
る

ウ

す
ぐ
に
消
え
る

4

そ
の
た
め
、
ね
こ
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

ア

遠
く
の
音
を
聞
く
こ
と

イ

昼
間
に
よ
く
ね
む
る
こ
と

ウ

わ
ず
か

な
光
で
も
物
を
見
る
こ
と

5

問
い
の
答
え
が
書
い
て
あ
る
の
は
、
ど
の

だ
ん
落
で
す
か
。

ア

②

イ

③

ウ

①

6

③
の
だ
ん
落
に
は
、
何
が
書
い
て
あ
り
ま

す
か
。

ア

ね
こ
の
か
い
方

イ

目
が
く
ら

し
に
役
立
つ
こ
と

ウ

目
の
色
の
名
前

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 2（だん落の 中心）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-65

説明文 1（問いと 答え）
やさしい ★☆☆ ・ 問いの 文と 答えの 文

よ
どっかい

「〜でしょうか」を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

①
駅
や
歩
道
で
、
黄
色
い
で
こ
ぼ
こ
の
ブ
ロ

ッ
ク
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
い
、
目
の
不
自
由
な

人
が
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

②
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
二
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
細
長
い
線
が
な
ら
ん
だ

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
進
む
方
向
を
表
し
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
小
さ
な
点
が
な
ら
ん
だ

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
階
段
の
前
や
横
断
歩
道
の
前

だ
ん

だ
ん

な
ど
、
注
意
し
て
止
ま
っ
て
ほ
し
い
場
所
に

し
か
れ
て
い
ま
す
。

③
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
見
つ
け
や
す
く
す

る
工
夫
も
あ
り
ま
す
。
で
こ
ぼ
こ
は
、
足
の

う
ら
や
つ
え
で
感
じ
取
れ
ま
す
。
黄
色
が
多

い
の
は
、
少
し
見
え
る
人
に
も
見
つ
け
や
す

い
か
ら
で
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

①
の
だ
ん
落
の
中
心
の
文
は
、
ど

の
言
葉
で
始
ま
る
か
な
。

ア

駅
や

イ

こ
れ
は

2

②
の
だ
ん
落
の
中
心
の
文
は
、
ど

の
言
葉
で
始
ま
る
か
な
。

ア

点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
は

イ

も
う
一
つ
は

ウ

一
つ
は

3

線
が
な
ら
ん
だ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
何

を
表
し
て
い
ま
す
か
。

ア

進
む
方

向

イ

止
ま
っ
て
ほ
し
い
場
所

ウ

駅
の
名
前

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 3（考えと 理由）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-66

説明文 2（だん落の 中心）
ふつう ★★☆ ・ だん落の 中心の 文 ・ 1まいめ

よ
どっかい

だん落ごとに
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

点
が
な
ら
ん
だ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ど
ん
な
場
所
に

あ
り
ま
す
か
。

ア

家
の
中

イ

ま
っ
す
ぐ
進
む

道
の
上

ウ

注
意
し
て
止
ま
っ
て
ほ
し
い
場
所

5

③
の
だ
ん
落
の
中
心
の
文
は
、
ど
の
言
葉
で
始

ま
る
か
な
。

ア

で
こ
ぼ
こ
は

イ

黄
色
が

ウ

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

6

黄
色
が
多
く
使
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

ア

ね
だ
ん
が
安
い
か
ら

イ

少
し
見
え
る
人
に

も
見
つ
け
や
す
い
か
ら

ウ

よ
ご
れ
な
い
か
ら

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 3（考えと 理由）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-66

説明文 2（だん落の 中心）
ふつう ★★☆ ・ だん落の 中心の 文 ・ 2まいめ

よ
どっかい

だん落ごとに
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
わ
た
し
は
、
毎
日
朝
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

②
一
つ
目
の
理
由
は
、
体
を
動

か
す
元
気
の
も
と
に
な
る
か
ら

で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
体
は
、

ね
て
い
る
間
も
休
ま
ず
に
は
た

ら
い
て
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
と
、
午
前
中
か
ら
頭
や

体
が
よ
く
は
た
ら
き
ま
す
。

③
二
つ
目
の
理
由
は
、
体
が
目

を
さ
ま
す
か
ら
で
す
。
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
と
体
が
あ
た
た
ま

り
、
ね
む
け
が
と
れ
て
き
ま

す
。

④
こ
の
よ
う
に
、
朝
ご
は
ん
に

は
大
切
な
役
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
毎
日
き
ち
ん
と

食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ
う
。

1

筆
者
の
考
え
は
ど
れ
か
な
。

ア

朝
ご
は
ん
は

少
し
で
よ
い

イ

毎
日
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

が
大
切
だ

ウ

朝
は
長
く
ね
る
ほ
う
が
よ
い

2

理
由
は
い
く
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

ア

一

つ

イ

二
つ

ウ

三
つ

3

一
つ
目
の
理
由
は
何
で
す
か
。

ア

体
を
動
か

す
元
気
の
も
と
に
な
る
か
ら

イ

家
族
と
話
せ
る

か
ら

ウ

朝
ご
は
ん
が
お
い
し
い
か
ら

4

二
つ
目
の
理
由
は
何
で
す
か
。

ア

体
が
目
を

さ
ま
す
か
ら

イ

お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
か

ら

ウ

早
く
学
校
に
行
け
る
か
ら

5

④
の
だ
ん
落
の
は
た
ら
き
は
何
で
す
か
。

ア

考
え
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
い
る

イ

新
し

い
理
由
を
書
い
て
い
る

ウ

問
い
を
出
し
て
い
る

6

「
こ
の
よ
う
に
」
は
、
何
を
さ
し
て
い
ま
す

か
。

ア

②
・
③
に
書
い
た
理
由

イ

①
の
問
い

ウ

朝
ご
は
ん
の
作
り
方

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 4（考えと 事例）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-67

説明文 3（考えと 理由）
ふつう ★★☆ ・ 考えと 理由を 分ける

よ
どっかい

「〜からです」に
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
生
き
物
の
体
の
色
は
、
身
を
守

る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

②
た
と
え
ば
、
高
い
山
に
す
む
ラ

イ
チ
ョ
ウ
は
、
冬
に
な
る
と
羽
が

白
く
な
り
、
夏
に
は
茶
色
っ
ぽ
く

な
り
ま
す
。
雪
の
白
さ
や
、
夏
の

岩
や
草
の
色
に
ま
ぎ
れ
て
、
て
き

に
見
つ
か
り
に
く
く
な
る
の
で

す
。

③
ま
た
、
緑
色
の
バ
ッ
タ
は
、
草

む
ら
の
中
に
い
る
と
、
ど
こ
に
い

る
の
か
な
か
な
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

④
海
の
そ
こ
に
す
む
カ
レ
イ
は
、

す
な
の
上
で
体
の
色
を
ま
わ
り
に

合
わ
せ
て
か
え
、
す
が
た
を
か
く

し
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
に
、
生
き
物
は
体
の

色
を
生
か
し
て
、
身
を
守
っ
て
い

る
の
で
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ
う
。

1

筆
者
の
考
え
が
書
い
て
あ
る
だ
ん
落
は
ど

れ
か
な
。

ア

②
と
③

イ

①
と
⑤

ウ

③

と
④

2

事
例
と
し
て
出
て
く
る
生
き
物
は
い
く
つ

で
す
か
。

ア

四
つ

イ

三
つ

ウ

二
つ

3

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
羽
は
、
冬
に
な
る
と
ど
う

な
り
ま
す
か
。

ア

黒
く
な
る

イ

緑
色
に

な
る

ウ

白
く
な
る

4

緑
色
の
バ
ッ
タ
が
見
つ
か
り
に
く
い
の

は
、
ど
こ
に
い
る
と
き
で
す
か
。

ア

す
な

の
上

イ

雪
の
上

ウ

草
む
ら
の
中

5

カ
レ
イ
は
、
ど
う
や
っ
て
す
が
た
を
か
く

し
ま
す
か
。

ア

す
な
を
体
に
か
け
る

イ

体
の
色
を
ま
わ
り
に
合
わ
せ
て
か
え
る

ウ

岩
の
中
に
も
ぐ
る

6

こ
の
文
章
で
、
体
の
色
は
何
に
役
立
つ
と

書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

ア

身
を
守
る
こ
と

イ

体
を
あ
た
た
め
る
こ
と

ウ

な
か
ま
を

よ
ぶ
こ
と

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 5（だん落の つながり）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-68

説明文 4（考えと 事例）
ふつう ★★☆ ・ 考えを ささえる 事例

よ
どっかい

例は いくつ
あるかな



なまえ ひづけ がつ にち

①
植
物
は
、
根
を
は
っ
た
場
所
か

ら
、
自
分
で
歩
い
て
う
つ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
、
植
物
は

ど
の
よ
う
に
し
て
、
種
を
遠
く
へ

運
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。

②
た
ん
ぽ
ぽ
の
種
に
は
、
わ
た
毛

が
つ
い
て
い
ま
す
。
わ
た
毛
は
風

に
乗
っ
て
、
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い

き
ま
す
。

③
オ
ナ
モ
ミ
の
実
に
は
、
小
さ
な

と
げ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
と

げ
が
動
物
の
毛
や
人
の
服
に
く
っ

つ
い
て
、
ほ
か
の
場
所
へ
運
ば
れ

ま
す
。

④
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
実
は
、
じ
ゅ
く

す
と
は
じ
け
て
、
種
を
ま
わ
り
に

飛
ば
し
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
に
、
植
物
は
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
種
を
運
び
、
な
か
ま

を
広
げ
て
い
る
の
で
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ
う
。

1

問
い
が
書
い
て
あ
る
だ
ん
落
は
ど
れ
か

な
。

ア

①

イ

②

ウ

⑤

2

ま
と
め
が
書
い
て
あ
る
だ
ん
落
は
ど
れ
か

な
。

ア

⑤

イ

①

ウ

④

3

事
例
が
書
い
て
あ
る
だ
ん
落
は
ど
れ
か

な
。

ア

①
・
②

イ

②
・
③
・
④

ウ

④
・
⑤

4

た
ん
ぽ
ぽ
の
種
は
、
何
に
乗
っ
て
運
ば
れ

ま
す
か
。

ア

水

イ

風

ウ

動
物

5

オ
ナ
モ
ミ
の
実
は
、
ど
う
や
っ
て
運
ば
れ

ま
す
か
。

ア

と
げ
で
動
物
の
毛
や
服
に
く

っ
つ
く

イ

は
じ
け
て
飛
ぶ

ウ

風
に
乗
っ

て
飛
ぶ

6

ホ
ウ
セ
ン
カ
の
実
は
、
ど
う
や
っ
て
種
を

運
び
ま
す
か
。

ア

じ
ゅ
く
す
と
は
じ
け
て

飛
ば
す

イ

鳥
に
食
べ
ら
れ
る

ウ

わ
た
毛

で
飛
ぶ

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「説明文 6（要約）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-69

説明文 5（だん落の つながり）
むずかしい ★★★ ・ だん落の 役わりよ

どっかい

問い・例・まとめを
見つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
ミ
ツ
バ
チ
は
、
た
く
さ
ん
の
な
か
ま
と
い

っ
し
ょ
に
一
つ
の
巣
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。

②
遠
く
で
花
の
み
つ
を
見
つ
け
た
ミ
ツ
バ
チ

は
、
巣
に
も
ど
る
と
、
八
の
字
を
え
が
く
よ

う
に
ダ
ン
ス
を
し
ま
す
。
こ
の
ダ
ン
ス
の
向

き
や
長
さ
で
、
み
つ
の
あ
る
場
所
の
方
向
や

き
ょ
り
を
な
か
ま
に
伝
え
る
の
で
す
。

③
ダ
ン
ス
で
場
所
を
知
っ
た
な
か
ま
は
、
そ

の
場
所
へ
飛
ん
で
い
き
、
み
つ
を
集
め
て
き

ま
す
。
こ
う
し
て
ミ
ツ
バ
チ
は
、
力
を
合
わ

せ
て
食
べ
物
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

ミ
ツ
バ
チ
は
、
ど
こ
で
く
ら
し
て

い
ま
す
か
。

ア

な
か
ま
と
一
つ
の

巣
で

イ

土
の
中
で
ひ
と
り
で

ウ

一
ぴ
き
ず
つ
花
の
中
で

2

遠
く
で
み
つ
を
見
つ
け
た
ミ
ツ
バ

チ
の
ダ
ン
ス
は
、
何
の
形
を
え
が
き

ま
す
か
。

ア

八
の
字

イ

三
角

ウ

ま
る

3

ダ
ン
ス
で
な
か
ま
に
伝
え
る
の
は

何
で
す
か
。

ア

天
気
の
変
化

イ

み
つ
の
あ
る
場
所
の
方
向
と
き

ょ
り

ウ

巣
の
大
き
さ

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 1（行動と 気持ち）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-70

説明文 6（要約）
むずかしい ★★★ ・ 中心の 言葉で 短く まとめる ・ 1まいめ

よ
どっかい

大事な 言葉を
えらぼう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

ダ
ン
ス
で
場
所
を
知
っ
た
な
か
ま
は
、
ど
う
し

ま
す
か
。

ア

そ
の
場
所
へ
飛
ん
で
い
き
、
み
つ

を
集
め
る

イ

い
っ
し
ょ
に
ダ
ン
ス
を
つ
づ
け
る

ウ

巣
の
中
で
ね
む
る

5

こ
の
文
章
で
い
ち
ば
ん
大
事
な
言
葉
の
組
は
ど

れ
か
な
。

ア

八
の
字
・
長
さ
・
向
き

イ

ダ
ン

ス
・
伝
え
る
・
力
を
合
わ
せ
て

ウ

花
・
巣
・
ね

む
る

6

文
章
を
短
く
ま
と
め
た
文
と
し
て
、
い
ち
ば
ん

よ
い
も
の
は
ど
れ
か
な
。

ア

ミ
ツ
バ
チ
は
、
た

く
さ
ん
の
花
の
み
つ
が
す
き
だ
。

イ

ミ
ツ
バ
チ

は
、
八
の
字
の
ダ
ン
ス
が
と
て
も
じ
ょ
う
ず
だ
。

ウ

ミ
ツ
バ
チ
は
、
ダ
ン
ス
で
み
つ
の
場
所
を
伝

え
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
食
べ
物
を
集
め
て
い

る
。

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 1（行動と 気持ち）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-70

説明文 6（要約）
むずかしい ★★★ ・ 中心の 言葉で 短く まとめる ・ 2まいめ

よ
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大事な 言葉を
えらぼう



なまえ ひづけ がつ にち

放
課
後
、
急
に
雨
が
ふ
り
出
し
た
。
げ
た

箱
の
前
で
、
さ
き
は
空
を
見
上
げ
た
。
か
さ

を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
こ
へ
、
ゆ
う
と
が
来
た
。
ゆ
う
と
は
自

分
の
か
さ
を
開
く
と
、
だ
ま
っ
て
さ
き
の
ほ

う
へ
さ
し
出
し
た
。

「
え
、
い
い
の
。
ゆ
う
と
く
ん
は
ど
う
す

る
の
。」

「
ぼ
く
の
家
は
す
ぐ
そ
こ
だ
か
ら
。」

ゆ
う
と
は
そ
う
言
う
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

頭
に
の
せ
て
、
雨
の
中
へ
か
け
出
し
た
。
さ

き
は
、
青
い
か
さ
を
ぎ
ゅ
っ
と
に
ぎ
っ
た
。

か
さ
の
中
は
、
な
ん
だ
か
あ
た
た
か
か
っ

た
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

さ
き
が
空
を
見
上
げ
て
い
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

ア

か
さ
を
持
っ
て

こ
な
か
っ
た
か
ら

イ

友
だ
ち
を
待

っ
て
い
た
か
ら

ウ

雨
を
見
る
の
が

す
き
だ
か
ら

2

ゆ
う
と
は
、
か
さ
を
ど
う
し
ま
し

た
か
。

ア

さ
き
に
さ
し
出
し
た

イ

自
分
で
さ
し
て
帰
っ
た

ウ

げ

た
箱
に
お
い
て
い
っ
た

3

「
ぼ
く
の
家
は
す
ぐ
そ
こ
だ
か

ら
。」
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
か
。

ア

早
く
家
に
帰

り
た
か
っ
た
か
ら

イ

か
さ
が
き
ら

い
だ
か
ら

ウ

さ
き
が
気
を
つ
か
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 2（気持ちの 変化）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-71

物語 1（行動と 気持ち）
やさしい ★☆☆ ・ 行動と 会話から 気持ちを 読む ・ 1まいめ

よ
どっかい

したことと
言ったことに注目



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

ゆ
う
と
が
さ
し
出
し
た
か
さ
は
何
色
で
す
か
。

ア

青

イ

赤

ウ

黄
色

5

ラ
ン
ド
セ
ル
を
頭
に
の
せ
た
の
は
何
の
た
め
で

す
か
。

ア

走
る
練
習
の
た
め

イ

雨
に
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め

ウ

ラ
ン
ド
セ
ル
を
見
せ
る

た
め

6

「
か
さ
の
中
は
、
な
ん
だ
か
あ
た
た
か
か
っ

た
」
か
ら
分
か
る
さ
き
の
気
持
ち
は
ど
れ
か
な
。

ア

ひ
と
り
で
さ
び
し
い

イ

ゆ
う
と
の
や
さ
し

さ
が
う
れ
し
い

ウ

雨
が
ふ
っ
て
く
や
し
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 2（気持ちの 変化）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-71

物語 1（行動と 気持ち）
やさしい ★☆☆ ・ 行動と 会話から 気持ちを 読む ・ 2まいめ

よ
どっかい

したことと
言ったことに注目



なまえ ひづけ がつ にち

体
育
の
時
間
、
二
重
と
び
の
テ
ス
ト
が
あ

っ
た
。
は
る
と
は
一
回
も
と
べ
な
か
っ
た
。

み
ん
な
が
と
ぶ
の
を
見
な
が
ら
、
は
る
と
は

下
を
向
い
て
、
な
わ
を
ぎ
ゅ
っ
と
に
ぎ
っ

た
。そ

の
日
か
ら
、
は
る
と
は
毎
朝
公
園
で
練

習
を
し
た
。
足
に
な
わ
が
当
た
っ
て
い
た
く

て
も
、
や
め
な
か
っ
た
。

一
週
間
た
っ
た
朝
の
こ
と
だ
。
ひ
ゅ
ん
、

ひ
ゅ
ん
。
な
わ
が
二
回
、
足
の
下
を
通
り
ぬ

け
た
。

「
や
っ
た
。」

は
る
と
は
思
わ
ず
声
を
上
げ
た
。
見
上
げ

る
と
、
木
の
葉
の
間
か
ら
朝
の
光
が
き
ら
き

ら
と
さ
し
こ
ん
で
い
た
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

テ
ス
ト
の
と
き
、
は
る
と
は
ど
ん

な
気
持
ち
で
し
た
か
。

ア

楽
し
い

イ

く
や
し
い

ウ

ほ
っ
と
し
た

2

そ
の
気
持
ち
が
分
か
る
様
子
は
ど

れ
か
な
。

ア

思
わ
ず
声
を
上
げ
た

イ

下
を
向
い
て
、
な
わ
を
ぎ
ゅ
っ

と
に
ぎ
っ
た

ウ

毎
朝
公
園
で
練
習

を
し
た

3

は
る
と
は
、
テ
ス
ト
の
後
何
を
し

ま
し
た
か
。

ア

な
わ
と
び
を
や
め

た

イ

毎
朝
公
園
で
練
習
し
た

ウ

友
だ
ち
に
と
ん
で
も
ら
っ
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 3（人物の せいかく）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-72

物語 2（気持ちの 変化）
ふつう ★★☆ ・ 場面と 気持ちの 変化 ・ 1まいめ

よ
どっかい

はじめと 後で
どう かわった？



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

気
持
ち
が
か
わ
る
き
っ
か
け
は
？

ア

二
重
と

び
が
と
べ
た
こ
と

イ

足
に
な
わ
が
当
た
っ
た
こ

と

ウ

テ
ス
ト
が
あ
っ
た
こ
と

5

さ
い
ご
の
場
面
の
は
る
と
の
気
持
ち
は
ど
れ
か

な
。

ア

う
れ
し
い

イ

さ
び
し
い

ウ

く
や
し

い6

「
朝
の
光
が
き
ら
き
ら
と
さ
し
こ
ん
で
い
た
」

は
、
は
る
と
の
ど
ん
な
気
持
ち
と
重
な
り
ま
す

か
。

ア

こ
わ
く
て
ふ
る
え
る
気
持
ち

イ

暗
く

し
ず
ん
だ
気
持
ち

ウ

明
る
く
は
れ
ば
れ
と
し
た

気
持
ち

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 3（人物の せいかく）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-72

物語 2（気持ちの 変化）
ふつう ★★☆ ・ 場面と 気持ちの 変化 ・ 2まいめ

よ
どっかい

はじめと 後で
どう かわった？



なまえ ひづけ がつ にち

夏
休
み
の
自
由
研
究
で
、
ひ
な
と
そ
う
た

は
近
く
の
川
の
生
き
物
を
調
べ
る
こ
と
に
し

た
。そ

う
た
は
川
に
つ
く
な
り
、
く
つ
の
ま
ま

水
に
入
ろ
う
と
し
た
。「
待
っ
て
。」
ひ
な
が

止
め
た
。
ひ
な
は
前
の
日
に
図
か
ん
で
調
べ

た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
水
の
深
さ
や

流
れ
の
速
さ
を
一
つ
ず
つ
た
し
か
め
た
。

「
よ
し
、
こ
こ
な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

二
人
で
石
の
下
を
の
ぞ
く
と
、
小
さ
な
カ

ニ
が
い
た
。
そ
う
た
は
大
声
で
笑
っ
て
、
カ

ニ
に
「
よ
ろ
し
く
な
。」
と
話
し
か
け
た
。

そ
し
て
、
近
く
に
い
た
小
さ
な
子
た
ち
に

も
、「
見
て
見
て
。」
と
声
を
か
け
て
回
っ

た
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

二
人
は
、
自
由
研
究
で
何
を
調
べ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
か
。

ア

夜
空

の
星

イ

川
の
生
き
物

ウ

山
の
植

物2

川
に
つ
い
て
す
ぐ
、
そ
う
た
は
何

を
し
よ
う
と
し
ま
し
た
か
。

ア

く

つ
の
ま
ま
水
に
入
ろ
う
と
し
た

イ

図
か
ん
を
読
も
う
と
し
た

ウ

家
に
帰
ろ
う
と
し
た

3

ひ
な
が
水
の
深
さ
や
流
れ
の
速
さ

を
た
し
か
め
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

ア

安
全
か
ど
う
か
た
し
か
め
る
た

め

イ

カ
ニ
を
早
く
見
つ
け
る
た
め

ウ

そ
う
た
を
お
ど
ろ
か
せ
る
た
め

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 4（場面の ようす）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-73

物語 3（人物の せいかく）
ふつう ★★☆ ・ 行動から 人がらを 読む ・ 1まいめ

よ
どっかい

どんな 人か
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

ひ
な
は
ど
ん
な
人
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

ア

し
ん
ち
ょ
う
な
人

イ

お
こ
り
っ
ぽ
い
人

ウ

そ
そ
っ
か
し
い
人

5

カ
ニ
に
話
し
か
け
た
り
、
小
さ
な
子
た
ち
に
声

を
か
け
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
た
は
ど
ん
な

人
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

ア

人
な
つ
っ
こ
く

明
る
い
人

イ

は
ず
か
し
が
り
や
な
人

ウ

い
じ

わ
る
な
人

6

ひ
な
が
「
よ
し
、
こ
こ
な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

と
言
っ
た
の
は
、
何
を
し
た
後
で
す
か
。

ア

家

に
帰
っ
た
後

イ

水
の
深
さ
や
流
れ
の
速
さ
を
た

し
か
め
た
後

ウ

カ
ニ
を
見
つ
け
た
後

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 4（場面の ようす）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-73

物語 3（人物の せいかく）
ふつう ★★☆ ・ 行動から 人がらを 読む ・ 2まいめ

よ
どっかい

どんな 人か
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

山
道
は
、
赤
や
黄
色
の
葉
で
う
め
つ
く
さ

れ
て
い
た
。
歩
く
た
び
に
、
足
元
で
か
さ
か

さ
と
音
が
す
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ゆ
な
は
、
ゆ
っ
く
り
と

坂
を
上
っ
た
。
上
の
ほ
う
か
ら
、
鳥
の
声
が

聞
こ
え
る
。

頂
上
に
つ
く
と
、
遠
く
の
山
が
夕
日
に

ち
ょ
う

そ
ま
っ
て
、
だ
い
だ
い
色
に
か
が
や
い
て
い

た
。
風
が
ふ
く
と
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気

が
ほ
お
に
ふ
れ
た
。

「
き
れ
い
だ
ね
。」

ゆ
な
が
言
う
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
だ
ま

っ
て
う
な
ず
い
た
。
二
人
は
し
ば
ら
く
、
夕

日
が
山
の
む
こ
う
に
し
ず
ん
で
い
く
の
を
な

が
め
て
い
た
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

こ
の
お
話
の
季
節
は
い
つ
で
す

か
。

ア

春

イ

夏

ウ

秋

2

季
節
が
分
か
る
言
葉
は
ど
れ
か

な
。

ア

赤
や
黄
色
の
葉

イ

坂
を

上
っ
た

ウ

鳥
の
声

3

足
元
で
す
る
音
を
表
す
言
葉
は
ど

れ
か
な
。

ア

か
さ
か
さ

イ

ひ
ん

や
り

ウ

き
ら
き
ら

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 5（気持ちを 表す 書き方）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-74

物語 4（場面の ようす）
ふつう ★★☆ ・ けしきの 言葉から 場面を 思いうかべる ・ 1まいめ

よ
どっかい

色や 音の 言葉を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

頂
上
に
つ
い
た
の
は
、
一
日
の
い
つ
ご
ろ
で
す

ち
ょ
う

か
。

ア

昼

イ

夕
方

ウ

朝

5

「
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
」
か
ら
分
か
る
こ
と

は
ど
れ
か
な
。

ア

雨
が
ふ
っ
て
い
る
こ
と

イ

と
て
も
暑
い
こ
と

ウ

風
が
す
ず
し
い
こ
と

6

さ
い
ご
の
場
面
の
ふ
ん
い
き
に
い
ち
ば
ん
合
う

も
の
は
ど
れ
か
な
。

ア

し
ず
か
で
お
だ
や
か

イ

こ
わ
く
て
き
ん
ち
ょ
う
す
る

ウ

に
ぎ
や
か

で
さ
わ
が
し
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 5（気持ちを 表す 書き方）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-74

物語 4（場面の ようす）
ふつう ★★☆ ・ けしきの 言葉から 場面を 思いうかべる ・ 2まいめ

よ
どっかい

色や 音の 言葉を
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

リ
レ
ー
の
選
手
を
決
め
る
日
。
名
前
を
よ

ば
れ
た
の
は
、
ゆ
い
で
は
な
か
っ
た
。
ゆ
い

は
く
ち
び
る
を
か
ん
で
、
う
つ
む
い
た
。

帰
り
道
、
ゆ
い
の
足
取
り
は
重
か
っ
た
。

い
つ
も
の
道
が
、
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ

た
。家

に
つ
く
と
、
お
母
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
明
日
の
運
動
会
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
見
に

来
る
っ
て
。
ゆ
い
の
ダ
ン
ス
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
。」

ゆ
い
は
顔
を
上
げ
た
。
そ
う
だ
、
ダ
ン
ス

が
あ
っ
た
。
毎
日
練
習
し
て
き
た
ダ
ン
ス

だ
。
ゆ
い
は
く
つ
を
ぬ
ぐ
と
、
ぱ
た
ぱ
た
と

自
分
の
部
屋
へ
か
け
て
い
っ
た
。

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

こ
の
日
は
、
何
の
選
手
を
決
め
る

日
で
し
た
か
。

ア

水
泳

イ

つ
な

引
き

ウ

リ
レ
ー

2

「
く
ち
び
る
を
か
ん
で
、
う
つ
む

い
た
」
か
ら
分
か
る
ゆ
い
の
気
持
ち

は
ど
れ
か
な
。

ア

う
れ
し
い

イ

ね
む
い

ウ

く
や
し
い

3

「
足
取
り
は
重
か
っ
た
」
か
ら
分

か
る
ゆ
い
の
様
子
は
ど
れ
か
な
。

ア

つ
か
れ
て
い
な
い

イ

急
い
で

い
る

ウ

元
気
が
な
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 6（はじめと おわり）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-75

物語 5（気持ちを 表す 書き方）
むずかしい ★★★ ・ 様子に 表れた 気持ち ・ 1まいめよ

どっかい

様子から 気持ちを
読みとろう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

「
い
つ
も
の
道
が
、
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ

た
」
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

ア

遠
回
り
を
し
た
か

ら

イ

道
が
工
事
中
だ
っ
た
か
ら

ウ

気
持
ち
が

し
ず
ん
で
い
た
か
ら

5

ゆ
い
の
気
持
ち
が
か
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

こ
と
は
ど
れ
か
な
。

ア

お
母
さ
ん
の
言
葉

イ

雨
が
や
ん
だ
こ
と

ウ

リ
レ
ー
の
選
手
に
え

ら
ば
れ
た
こ
と

6

「
ぱ
た
ぱ
た
と
自
分
の
部
屋
へ
か
け
て
い
っ

た
」
か
ら
分
か
る
気
持
ち
は
ど
れ
か
な
。

ア

ね

む
く
て
し
か
た
が
な
い

イ

元
気
が
も
ど
っ
て
き

た

ウ

ま
だ
く
や
し
く
て
な
い
て
い
る

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「物語 6（はじめと おわり）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-75

物語 5（気持ちを 表す 書き方）
むずかしい ★★★ ・ 様子に 表れた 気持ち ・ 2まいめよ

どっかい

様子から 気持ちを
読みとろう



なまえ ひづけ がつ にち

四
月
、
り
く
は
こ
の
町
に
引
っ
こ
し
て
き

た
。
新
し
い
教
室
の
前
で
、
り
く
の
む
ね
は

ど
き
ど
き
し
て
い
た
。
知
っ
て
い
る
人
は
、

だ
れ
も
い
な
い
。

休
み
時
間
、
り
く
は
自
分
の
席
で
本
を
読

ん
で
い
た
。
す
る
と
、
と
な
り
の
席
の
け
ん

た
が
の
ぞ
き
こ
ん
で
き
た
。「
あ
、
そ
の

本
、
ぼ
く
も
す
き
な
ん
だ
。」

二
人
は
、
本
の
話
で
も
り
上
が
っ
た
。
放

課
後
に
は
、
け
ん
た
が
町
を
あ
ん
な
い
し
て

く
れ
た
。

そ
の
夜
、
り
く
は
日
記
に
書
い
た
。「
明

日
も
、
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
。」

1

読
ん
で
、
答
え
に
○
を
つ
け
よ

う
。

1

り
く
が
こ
の
町
に
引
っ
こ
し
て
き

た
の
は
何
月
で
す
か
。

ア

九
月

イ

一
月

ウ

四
月

2

は
じ
め
の
場
面
で
、
り
く
は
ど
ん

な
気
持
ち
で
し
た
か
。

ア

楽
し
み

イ

は
ら
が
立
つ

ウ

ふ
あ
ん

3

そ
の
気
持
ち
が
分
か
る
言
葉
は
ど

れ
か
な
。

ア

本
の
話
で
も
り
上
が

っ
た

イ

む
ね
は
ど
き
ど
き
し
て
い

た

ウ

町
を
あ
ん
な
い
し
て
く
れ
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）
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物語 6（はじめと おわり）
むずかしい ★★★ ・ はじめと おわりを くらべる ・ 1まいめ

よ
どっかい

はじめと おわりを
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

（
つ
づ
き
）
一
ま
い
め
の 

文
章
を 

読
ん
で
、
答

え
に 

○
を 

つ
け
よ
う
。

4

り
く
の
気
持
ち
が
か
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

で
き
ご
と
は
ど
れ
か
な
。

ア

日
記
を
書
い
た
こ

と

イ

け
ん
た
が
本
の
こ
と
で
話
し
か
け
て
き
た

こ
と

ウ

四
月
に
な
っ
た
こ
と

5

お
わ
り
の
場
面
で
、
り
く
は
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
か
。

ア

学
校
に
行
き
た
く
な
い

イ

前
の
町
に
も
ど
り
た
い

ウ

学
校
が
楽
し
み

6

は
じ
め
と
お
わ
り
を
く
ら
べ
て
、
り
く
の
何
が

か
わ
り
ま
し
た
か
。

ア

け
ん
た
と
け
ん
か
を
し

た

イ

本
が
き
ら
い
に
な
っ
た

ウ

ふ
あ
ん
な
気

持
ち
が
、
楽
し
み
な
気
持
ち
に
か
わ
っ
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ こくご ・ k4-76

物語 6（はじめと おわり）
むずかしい ★★★ ・ はじめと おわりを くらべる ・ 2まいめ

よ
どっかい

はじめと おわりを
くらべよう


